
 

「LOG.csv」ＣＳＶファイル（カンマ区切り）「例⇒E21EIC,2014/7/19,18:31,50.105,CW,599,599,FT-736,,,,,B,」 

 

ＢＧＡＬＯＧへの取込みは次の３種類あります。 ◎ 他のデータから

  それぞれ長所短所がありますので確認のうえ取込み方法を選択してください。 

 

① ＡＤＩＦデータから取込み 

  ＡＤＩＦのデータ形式でＢＧＡＬＯＧの扱う項目名と一致する必要があります。 

  日本語の取込みに問題はありません。（ＨＡＭＬＯＧへも対応できています。） 

  今後はデータ内の記号や日本語の影響を受けないＡＤＩＦからの取り込みを標準として作成していきます。 

不一致の部分は連絡いただければ対応します。 

 

② ＣＳＶデータからの取込み 

  エクセル等からＣＳＶ（カンマ区切り）ファイルに変換しておく必要があります。 

  ※ このツールは、「,」や「"」で区切りを判定するためにデータ内に「,」や「"」などの記号 が含まれる場合は使用できません。 

  日本語の取込みに問題はありません。 

  このマニアルに基づき取り込みを実施してください。 

 

③ テキストデータからの取込み 

  固定長のテキストデータでなければなりません。 

  日本語の取込みに工夫が必要です。 

  「テキストデータ ⇒ 取込」内に取込マニアルがあります。 

 

★ 取り込みがうまくいかない場合はＪＡ５ＢＧＡまで事前に相談ください。 

  データをお送りくだされば、当方で変換作業を試みてみます。 

  ☎  ０８９－９８３－３４３４ 

  住所 ７９９－３１１１ 

     愛媛県伊予市下吾川１５４３－３ 

     鈴 木  信 一 

 

★ ＢＧＡＬＯＧメーリングリストへの登録 

  使用方法、バージョンアップ要望、バージョンアップ内容連絡等の連絡の為登録いたします。（無料） 

  使用を開始又は情報がほしい方は、メールアドレスを連絡願います。 

  スパム防止の為登録者以外の方からは、送信できないようにしています。 

 

 

★ 次の様な「ＬＯＧ．ＸＬＳＸ」を取り込む例を参考に記載します。 

 

 

★ エクセル内での準備（エクセルのフィールドの書式変更） LOG.xlsx ⇒ LOG.csv 

  ＢＧＡＬＯＧの基本データ形式は全て短いテキスト形式です。 

また、エクセルのフィールドは全て「標準」となっています。 

その為、ＢＧＡＬＯＧで取り込める形式に変換してから、ＣＳＶに出力します。 

しかし、日付については、文字化けをしてしまいますので個別に修正する必要が

あります。（セルの書式設定はＡ等の位置を右クリックします。） 



 

・ 日付・時間、その他のセルの書式設定 

  ⇒ 日付は「＊」の無い日付（2001/3/14）を選択 

   ※ 年月日や次の時間については取り込み時にＢＧＡＬ

ＯＧの形式（2001/03/04）にプログラム内で修正して取り込みます。 

 

⇒ 時刻も「＊」の無い（13:30）を選択  

 

⇒ その他（Ａ、Ｄ～Ｎ）のレコードはすべて標準から文字を選択し保存 

   （これを選択しない場合は周波数等の数字のデータが正しく取り込まれません） 

 

★ エクセル ⇒ ＣＳＶへのエクスポート 

⇒ ファイル 

⇒ 名前を付けて保存 

⇒ 出力先ファイル名「C:\BGALOG\LOG.csv」 

⇒ ファイルの種類「CSV（カンマ区切り）（*.CSV）」 

⇒ 保存をクリッく 

  次の様なエラーが出ますが、「はい」を押して保存終了します。 

  その後も同様のエラーが出ても「はい」を選択します。 

  （理由は数字の列をテキスト等とし、エクセルの標準以外を指定しているためです。） 

 

以上で右のような「LOG.csv」が作成されます。 

 ・ エクセルで見た場合 

 

 

・ テキストエディターで見た場合です。 

 

 

⇒ 「Call」～「QSL-R」が記載されている行を削除します。 

  次は削除後です。 

 

 

 

 

★ ＢＧＡＬＯＧ側の取込み前の準備 

  ＢＧＡＬＯＧのサンプルを削除するため右図の①～④を実施します。 

 ① 「ＱＳＯデータ初期化」 

   サンプルのデータを削除します。 

 ② カントリーデータ初期化 

   カントリー内に記載されている「Ｔ（交信済記号）」、「Ｒ（カード取得記号）」 

  を削除します。 

   登録の記号のみで基本のリストは削除しません。 

 ③ ＪＣＣ（Ｇ）データ初期化 

   ＪＣＣ（Ｇ）リスト内に記載されている「Ｔ」、「Ｒ」を削除します。 



   登録の記号のみで基本のリストは削除しません。 

 ④ ＩＯＴＡデータ初期化 

   ＩＯＴＡリスト内に記載されている交信済局のみを削除します。 

   登録のデータのみで基本のリストは削除しません。 

 

★ 「LOG.csv」からのデータ取込 

※ このツールは、「,」や「"」で区切りを判定するためにデータ内に「,」や「"」などの記

号が含まれる場合は使用できません。 

 

・ この画面の設定 

⇒ 「LOG.csv」の「A」ﾌｨｰﾙﾄﾞ→「1」、「B」ﾌｨｰﾙﾄﾞ→「2」 

  「C」ﾌｨｰﾙﾄﾞ→「3」････「N」ﾌｨｰﾙﾄﾞ→「14」と換算する。 

⇒ 換算した数値（1～14）をそれぞれの項目に割り当てます。 

（①～㉖はBGALOGのﾌｨｰﾙﾄﾞ１～１４はLOG.csvの項目 

 

例：１４項目あっても不要な項目は取り込む必要の無い全てを記載する必要はありません。 

   コールサイン 「１」 

   日付・時間  「２」「３」←日付と時間がわかれている場合（分かれていない場合は３は不要） 

   モード    「５」 

   周波数    「４」 

    ：（省略） 

   相手移動地  「 」←該当がない場合は未記入 

   自局移動地  「 」 

   備考１    「６」「 」「 」 

   備考２    「７」「８」「９」「１０」 

  の様に関連付けをします。 

※ LOG.csvの項目、BGALOGの項目の全てを記載する必要はありませんが、LOG.csvの１つのﾌｨｰﾙﾄﾞを複数の箇所に記載することは

できません。 

  例として、１のコールサインを①と㉖の双方に記載することは不可ですが、㉕㉖の複数項目へBGALOGの①～㉔に該当しない項

目をまとめて取り込むことは可能です。 

  BGALOGのレコード数を超える文字列については自動でBGALOGの最大取込み文字数にカットされます。 

 

 

 

★ 取込み後のデータ補正 

  このツールで取込み後は「プリフィックス」「ＤＸＣＣｎｏ」「住所（カントリー名）」「ゾーン番号」が記載されておりま

せん。 



  これらを自動で登録する方法を記載しておきます。 

  また、その他の作成ツールを記載しておきます。 

  ＱＳＯデータのコールサインを基に登録します。 

 

◎ ダミーデータの削除 

  第１行目にエラー防止の為に当方のダミーデータが記載されていますので、削除ボタンで削除しておいてください。 

 

◎  カントリーリスト登録 

   同一画面内に有る「カントリーリスト」をクリックします。 

   実施結果画面（枠の部分がデータ内に追加されます。住所についてはすでに登録内容がある場合には変更登録をしません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意、 

  現在の学習ファイルによりチェックしますので、途中の消滅データ等についても現行のＤＸＣＣとして扱われます。 

  これについては、作業後各自でメンテナンスを行う必要があります。 

 

◎ 「プリフィックス」「ＤＸＣＣｎｏ」「ゾーン番号」への登録 

 「ＤＸＣＣカントリーリスト再登録」ボタンをクリッく 

ＱＳＯデータよりＤＸＣＣファイルをチェックし、カード送信・受領状況によりカント

リーリストの整備を行います。 

ＡＤＩＦやテキストデータから取り込んだ場合のデータに等によりチェックを行いＤ

ＸＣＣファイルを更新します。 

 

 注意、 

 現在の学習ファイルによりチェックしますので、途中の消滅データ等についても現行のＤＸＣＣとして扱われます。 

 これについては、事後各自でメンテナンスを行う必要があります。 

 

◎ 「ＪＣＣリスト」への登録 

 ＱＳＯデータにＪＣＣ（Ｇ）コードが記載されていれば、ＪＣＣ管理リストに自動登録をいたします。 

 

◎ 「ＩＯＴＡリスト」登録 

 ＱＳＯデータにＩＯＴＡコードが記載されていれば、ＩＯ

ＴＡ管理リストに自動登録をいたします。 

 

 

 


